
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県議会議員

本会議等にて重ねて取り上げてきた、印西市岩戸

の冠水問題。9月県議会にて抜本対策を求める岩井に

対し、県はバイパス工事に先行し、排水溝を新設す

るなど本格着手することを明らかにしました。 
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道路冠水対策に本格着手を明言 印西市岩戸 

●セブンイレブン岩戸店より北１００㍍の区間 

印西市から佐倉市臼井を抜け、千葉市内へと続

く県道千葉臼井印西線。そのセブンイレブン印西

岩戸店前交差点から北に 100 ㍍ほどの区間は、周

辺より土地が低位にあり、台風等による大雨によ

り深刻な冠水被害に度々見舞われてきました。 

通行車両の立ち往生に加え、沿線の民家、工場

への浸水被害の危険に見舞われてきたものの、講

じられてきた県の対策は側溝清掃など簡易的なも

のばかり。特に大雨による道路冠水発生時に、県

職員が見回りに来るなどして、近隣住民が手弁当

で排水作業にあたっていることを知っていなが

ら、県が何の作業支援も行ってこなかったことに

ついては、怒りの声が上がっていたのです。 

と。要望者や県担当課とともに現場確認を重ねた

上、県議会本会議や常任委員会にてこの問題を取

り上げ、同区間の道路冠水対策の実施を要望して

きました。 

その結果、大雨時の対応については、近隣の契

約業者に大型排水機械を借り上げさせ、住民に代

わって排水作業にあたるようにするなど大幅に改

善。一方、その後に実施された排水対策工事はい

ずれも簡易的なものにとどまり、同地区の冠水問

題の抜本的解決にはほど遠い状態なのです。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いわちゃんポスト No.161(2024/11月）

●大雨発生時の排水作業支援は大幅改善 

岩井にこの問題が寄せられたのは昨年 6月のこ 

●隣接するバイパス事業 排水整備に先行着手 

ところで、セブンイレブン岩戸店前の交差点

は、整備が進む県道八千代宗像線バイパスの終点

となることとなっており、その工事の過程におい

て設置される排水設備は、問題となっている冠水

箇所の効果的な対策になるものと見られてきまし

た。しかし、バイパス工事は八千代市側から進め

られることとなっており、岩戸側の工事着手はか

なり先になるとの見通しだったのです。 

そこで、昨年来、同バイパスの岩戸側の区間に

ついて、排水整備だけでも先行着手できないかと

繰り返し要望。この９月県議会にて重ねて問題を

取り上げる岩井に対し、県は「冠水対策について

は、県道八千代宗像線バイパスの交差点改良工事

に先行して、側溝の必要な設計を実施する」と答

弁。印西市側の排水路への接続と合わせ、抜本的

な冠水対策への早期着手を約束したのです。 

最初に住民からの訴えに接した昨年 6 月から 1

年余り。問題解決まであともう少しと、さらに力

を注いでまいります。 

mailto:iwai-yasunori@dream.jp
mailto:mail@iwai-y.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居場所、通学手段等 医療的ケア児支援の課題山積

み 

●従来の障害基準では測れない「新しい障害」 

人工呼吸器や胃ろう 

等を使用し、たんの吸 

引や経管栄養などの医 

療的ケアが必要な医ケ 

ア児。2012年には全 

国で 1.3万人でしたが、 

その数は年々増加し、 

2021年には 2万人を 

超えています。増加要 

因の一つは、新生児医療技術が進んだこと。わが国

は乳児死亡率が世界最低レベルの国ですが、その医

療処置の結果として、生きるために医療的デバイス

を必要とする医ケア児が増えているのです。 

なお、重症心身障害児の障害度合いの判定に用い

られてきた大島分類では、経管栄養のチューブが必

要となるものの知的な遅れがなく、自分で歩くこと

もできるといった医ケア児は、「障害がない」とみ

なされてしまうとのこと。医療技術の向上を背景と

して生まれるようになった医ケア児は、旧来は想定

されてこなかった、新しい障害カテゴリーと言える

のです。 

 日常的に医療的なサポートが必要となる医療的ケア児

（以下、医ケア児）。社会での認知度が低い「新しい障害」

について、その課題をご報告します。 

●医ケア児支援法 「支援は国・自治体の責務」 

2021 年には、「医ケア児の健やかな成長」「家族

の離職防止」を目的とした医療的ケア児支援法が成

立しています。医ケア児の支援は国や自治体の責務

であるとされ、医ケア児が家族の付き添いなしで通

えるよう、保育園や学校などに看護師などを配置す

ることとなりましたが、現場が全く追い付いていな

い状況なのです。 

9 月県議会ではこれらの課題を指摘しながら、保

育園や小中学校、放課後等デイサービス等への看護

師の配置、特別支援学校の学区制度に関わる柔軟な

対応、通学支援制度の拡充などを強く求めました。

国や自治体による取組みはもちろん、私立保育園な

どの民間施設による支援も不可欠であり、社会にお

ける協力の輪が広がることを切に願います。 

預かりの施設もありません。また、例えば映画を観

ようと思っても、映画の上映中にケアが必要になる

場合や、医療機器のアラームが鳴るなど周囲への迷

惑を気にして、映画館を訪れるのは難しいとも。

「外へ出ようと思っても行き場がない」との声に、

政治や行政は応えられていません。 

また、特別支援学校（以下、特支校）への送迎負

担の大きさも切実な課題。医療的ケアが受けられる

特支校に進学したとしても、車中では医ケア児への

ケアができないため、スクールバスを利用すること

はかないません。結果、送迎は保護者が行うことと

なるわけですが、例えば、印西市から学区校である

松戸特支校までは車で片道約 1 時間。朝夕で計 4 時

間近くの送迎負担は、保護者の就労機会を奪ってし

まう現実があるのです。 

IQ値

21 22 23 24 25
80

20 13 14 15 16
70

19 12 7 8 9
50

18 11 6 3 4
35

17 10 5 2 1
20

走れる 歩ける 歩行障害 座れる 寝たきり 0

大島分類 （身体機能とIQ値で判定）

●特支校まで片道一時間弱 保護者が朝夕送迎 

医ケア児に関わる課題の一つは、日中等に子ども

を預ける施設や外で過ごせる場所がないことです。

医ケア児を受け入れる保育園はほとんどなく、一時 
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